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ポータブル特定核物質検知システムへの適用に張力準安定性流体検出器（TMFD[1]）2種の性能試験を行い、DD

中性子と核分裂中性子の弁別性能を評価した。その結果を報告する。 
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１．緒言 「ガンマ線による核物質非破壊検知システム」[2]の開発研究では有機液体シンチレータを使用し

て誘導核分裂中性子検出を行った。ガンマ線と系外の中性子を遮蔽するために遮蔽体を用いたため、検出器

当り数百 kg の遮蔽体が必要となり大型装置となった。今回不審物を現場で検査するという用途につき軽量・

小型且つ高速中性子を直接検出できる TMFD 検出器を選択した。この検出器は流体分子に張力をかけ準安定状

態に置き、流体分子を構成する原子と中性子との相互作用にて起きる突沸現象（相転移）を利用して中性子

を検出する。また、ガンマ線及び張力で決まる閾エネルギー以下の中性子に対し不感となる性質を持つ。張

力印加方法として遠心力を利用するものと音響波を利用するもの 2機種が製品化されている。 

２．遠心力型/音響型 TMFD 検出器の比較試験 

2 機種それぞれ DD 単色エネルギー中性子と核

分裂中性子の弁別性能を評価し、本システムに

適した機種を選択する。この試験には DD-IEC

中性子源と、ウラン 235 の模擬物質として Cf-

252 中性子源を用いた。 

３．結果・考察 遠心力型は張力を徐々に下げる

と DD 及び Cf-252 由来の中性子検出感度比が急

激に増大し有意の差（10３）を生じる閾値を観察

できた。（図１）一方、音響型は振動子パワーを

下げると感度も減少してしまい閾値がはっきり

しない。これは振動子の発生する張力は正弦関

数的に時間変化しているためではないかと考

えられる。 
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図 1 遠心力型 TMFD(２基分)の 2.45MeV 単色中性子源(赤、青)

と、Cf-252 線源(黄、灰)のカウントの印加張力に対する依存性 
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